
平成29年度最初のゆっくりウオーキング開催でした。参加者6名、予約

は3名でしたが、準備は万端。新緑の中を1.6㌔ゆっくりと歩きました。 

桜や4月の花が終わった新緑の季節。どんな宝物に出会えたのでしょうか。 

 

クサギ・エゴノキ・ヤブヘビイチゴ・ヘビイチゴ・ニガイチゴ・ナワシロイチ

ゴ・クサイチゴ・ヒルガオ・ウグイカグラ・ミズキ・マユミ・ユリノキ・ガマ

ズミ・シロダモ・コゴメウツギ・ウリノキ・オヤブジラミ・フタリシズカ・キ

ンラン・カキネガラシ・ヤマザクラのサクランボ・ホタルカズラ・（キアシド

クガの蛹）などを見ることができた。 

 

印象に残ったユリノキ                              

ユリノキ 

（高木15M以上あると思われる） 

葉っぱの形から、半纏木（ハンテンボ

ク）。花の形から、チューリップの木、レ

ンゲボクとも呼ばれている。花の咢の上

のところがやや

赤くなってい

る。蜜が美味しいのでカラスが花を落としてしまうとの記事を見

つけたが、ここは落ちていこないな。美味しくないため？カラス

が知らない？ 



キンラン      クサギが明るくなった林内に一斉に咲きました   フタリシズカ   

 

エゴノキ            ガマズミ           カキネガラシ       ホタルカズラ 

 

ウグイスカグラの赤い実 

（食べられる・甘い） 

神楽の舞台と

言われている

葉の付け根部

分 

 

        ウリノキ（未開花） 

木もれびの森にある色々なイチゴの実（花托が脹らんだ）の外見比較。 

次回は、7月19日（水）開催予定です。古淵駅前9:30ご案内➡大野台小学校前10:00集合、12:00頃には解散となる

スケジュールです。イヌシデ広場（相模原こもれびの集合場所）で休憩後に、ふりかえり（まとめ）をして解散となります。 

実の比較 ヤブヘビイチゴ ヘビイチゴ ニガイチゴ クサイチゴ 

画像 

 

大きさ 大きい 一番小さい 小さい、やや楕円形 大きい 

実・突起物の特徴 

（雌しべの子房） 

尖ってつぶは小さ

く、表面はつやがあ

り、赤い。 

尖って隙があり、表

面はつやはなく、ピ

ンク。 

隙はなく、不揃いで

丸みがある 

隙がなく密集して、

丸みがある 

味は？ 味はない 味はない。ジャム・

生薬に利用できる。 

苦味がある 甘味がある 

        

背丈 10㎝ぐらい １０㎝ぐらい 1～2ｍ 20～60㎝ 

分類 草本 草本 木本 木本 

分類 バラ科キジムシロ属 バラ科キジムシロ属 バラ科キイチゴ属 バラ科キイチゴ属 


